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令和３年度住民ワークショップの報告について 
 
 

【住民ワークショップの開催目的】 

本町の地域公共交通事業は、平成２２年度より開始し、現在、平成２７年度に作成した「武豊町

地域公共交通網形成計画」を基に地域公共交通網の整備を行っているが、現計画が令和３年度末で

終期を迎えるため、次期路線の検討を行う必要がある。 

 事業開始から１０年以上が経過している中で、地域住民にとって本町の地域公共交通事業が浸透

し、多くの住民から要望が出るようになったため、住民主体での路線網の検討をする必要があると

考える。そのため、本事業開始当初より地域公共交通に関心の高い住民団体である「武豊町コミュ

ニティバス・生活の足を考える会」が主催で町と連携しながら次期計画や次期路線網策定、バスを

補う交通手段の見直しを行い、今後の地域公共交通網の検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催スケジュール】 

（令和２年度・３年度：住民ワークショップ６回・地区ワークショップ（壱町田地区）２回開催） 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症による「愛知県緊急事態措置」の解除後に実施した、 

令和３年度の第５回・第６回住民ワークショップの意見収集内容及び報告します。 

資料６ 

報告事項３ 



2 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和２年度ワークショップの振り返り（開催成果） 
１．青ルートの「バス路線の無い地域への延伸」について 

 

２．青ルートの「運行方法」について 

 

第５回住民ワークショップ：令和３年１０月１１日（月） 
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３．バスを補う交通手段について 

 

●ワークショップ後の「生活の足を考える会 定例会」での振り返り結果 

 

 



4 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

●「将来像」についての意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●「目標設定」についての意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

第５回住民ワークショップ：令和３年１０月１１日（月） 

【頂いたご意見】 

・財政投入額については、高齢者無料乗車券 

交付事業を行うこととなり、福祉的要素も 

含むため、増額はやむを得ないと考える。 

・事業の福祉的要素から、指標設定は馴染む 

ものではない。 

【頂いたご意見】 

・「誰もが」の部分については買い物・通勤・ 

通学など、幅広い利用となる事に繋がると 

 良いと思う。 

・多くの年代が公共交通を利用し、交流が 

あると良い。 

・免許を持っている人は公共交通を利用しない

ので高齢者中心としても良いのではないか。 

第６次武豊町総合計画より抜粋 

第６次武豊町総合計画より抜粋 
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 ●「基本的な方針」についての意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●武豊町の将来の生活の足を考える（意見交換） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頂いたご意見】 

※５つの基本的な方針については、 

 反対意見等は出なかったが、 

 コミュニティバスやタクシー、 

 利用促進策などの、次回協議を 

予定していた「実施事業」に 

対するご意見を多く頂いた。 

【頂いたご意見】（一部抜粋） 

●利便性について 

 施設利用、病院や買い物に便利なバスの 

ルート設定が必要 

タクシーが安く乗れて早く来ると良い 

●ルートや路線について 

 バス停まで行くのに距離が長い、 

１時間に１便でなく２便にすれば利用者も 

増えると思う 

●免許自主返納について 

 セニアカー等、自動車に頼らない乗り物購入 

の補助があると良い 

●交通安全に繋がるようになると良い 

●ＡＩ等の技術を使った効率的な運行 

●口コミを活かした周知等による利用促進 
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●前回ワークショップ（将来像と目標設定）の振り返り 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回住民ワークショップ：令和３年１０月２６日（火） 

●新しい地域公共交通計画の「将来像」について 

「第６次武豊町総合計画」との整合を図るためにも、「誰もが安全・安心で快適に移動できるまちを目指す」を 

新しい地域公共交通計画の将来像とすることとしてもよろしいでしょうかとして、皆様にご意見を頂きました。 

「誰もが」という主語の部分に関して、「公共交通を通し、多くの世代間の交流が将来あると良い」といった 

ご意見や「免許がある人は自家用車での移動となるため公共交通利用とならないため、高齢者中心となるのでは 

ないか」といったご意見を頂きました。 

旧計画では、「お年寄り」という言葉が出てきておりますが、新計画では、多くの世代の更なる利用、公共交通を 

通した世代間の交流も将来として見据えるために、「誰もが」を主語とし、安全・安心で快適に移動できるまちを 

目指すと整理をしました。 

●新しい地域公共交通計画の「目標設定」について 

目標の変更根拠といたしましては、ページ右下の表にありますが、町全体の計画である第６次武豊町総合計画の 

成果指標にて「コミュニティバスの利用者数」のみが指標として記載しており、整合性を図るためとなります。 

「財政投入額」の指標の扱いに関する部分に対しまして、「新計画の目標設定（案）のとおり、公共交通事業での 

福祉的要素から財政投入額に関する目標設定は馴染まない」といったご意見や「財政投入額の無尽蔵な増加は 

望ましく無いため、いくら投入しているかのデータとしての公表は必要」といったご意見を頂きました。 

頂いたご意見を踏まえまして、新計画の目標は「コミュニティバスの「利用者数」の変化」のみとし、財政投入額

のデータとしての公表は行う方向で整理をさせて頂き、整理をしました。 
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 ●新しい交通計画の「基本的な方針」について（意見交換） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●新しい交通計画の「事業内容」について 

  上記の意見交換にて、「実施事業」に対するご意見を多く頂いたため、ご意見を反映させた 

 「事業内容（案）」を資料にて報告・説明をさせて頂いた。 

 

【頂いたご意見】 

※５つの基本的な方針については、 

 反対意見等は出なかったが、 

 コミュニティバスやタクシー、 

 利用促進策などの「実施事業」に 

対するご意見を多く頂いた。 
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 ●ワーク① 既存の事業について考える（意見交換） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ワーク② 新しい事業について考える（意見交換） 

【頂いたご意見】（一部抜粋・まとめ） 

●バス事業について 

・運行時間の延長 ・バスの便数増加 ・３台目の検討 ・小さい車両で狭い道を通れると良い 

・どこでも停まれるようになると良い ・移動手段としてだけではなく楽しめると良い 

●タクシー事業について 

・自宅まで来ると良い ・スマホで予約できると良い ・予約が簡単になると良い 

●利用サービス等について 

・位置情報や混雑等の状況がわかると良い ・バスに乗った際の特典 ・乗り方教室 

・障がいのある方に対するサービス（介助等） ・免許自主返納者への優遇制度を増やす 

・レンタルサイクル ・レンタルセニアカー 
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●ワーク② 新しい事業について考える（意見交換）（Ｐ.１０続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頂いたご意見】（一部抜粋・まとめ） 

●利用目的を広げる事業 

・乗車ポイントの付与 ・スタンプラリー ・バス車内でのカラオケ、写真展、絵画展等 ・広告事業 

・バスの貸出、貸切 ・ボランティアによる町内（観光・産業・中央公園等）ツアーイベント 

●代替の乗り物への助成 

・セニアカー ・電動自転車 

●企業との協力 

・企業バスの活用 ・企業による移送支援 

●住民自主活動支援 

・地域協働推進事業への協力助成金 ・ワークショップの継続 

●駅構内の整備 

・公共交通利用者の利便性向上 

●歩道の整備 

・歩きやすい歩道の拡充 ・東屋の設置 


